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第
二
章
「
古
代
史
の
論
争
」…

東
大
と
京
大
の
学
派 

  

日
本
の
古
代
史
で
史
学
会
や
考
古
学
会
の
論
争
点
は
、
中
国
の

歴
史
書
「
三
国
志
」
の
「
魏
志
倭
人
伝
」
に
伝
え
ら
れ
る
倭
人
＝

卑
弥
呼
の
倭
国
＝
邪
馬
台
国
は
何
処
に
あ
っ
た
か…

こ
の
論
争
は

古
く
は
、
江
戸
時
代
、
さ
ら
に
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
は
京
大
と

東
大
が
、
大
和
か
九
州
か
、
で
論
争
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、

わ
か
り
や
す
い
解
説
・
記
述
だ
と
私
が
感
じ
て
い
る
、
武
光
誠

（
注
・
東
大
学
派
）「
邪
馬
台
国
と
大
和
朝
廷
」（
平
凡
社
新
書
）

の
内
容
に
依
拠
し
つ
つ
要
点
を
ま
と
め
る
。 

  

古
代
史
を
調
査
・
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
、
基
本
的
な
知
識
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
史
学
に
は
「
文
献
学
」
と
「
考
古
学
」
が

あ
る
。
武
光
先
生
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

 

文
献
学
の
時
代
区
分
は
歴
史
時
代
、
原
史
時
代
、
先
史
時
代
の

区
分
が
あ
る
。
あ
る
民
族
の
最
初
の
歴
史
書
つ
く
ら
れ
た
後
の
時

代
が
歴
史
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歴
史
書
の
記
述
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
史
実
を
確
定
し
う
る
時
代
が
原
史
時
代
、
歴
史
書
を
手
が

か
り
に
歴
史
を
復
元
で
き
な
い
時
代
を
先
史
時
代
と
い
う
。 

考
古
学
で
は
、
一
般
的
な
時
代
区
分
は
旧
石
器
時
代
、
新
石
器

時
代
、
青
銅
器
時
代
、
鉄
器
時
代
の
区
分
で
あ
る
。…

縄
文
時
代

は
新
石
器
時
代
に
相
当
す
る
。…

日
本
に
は
青
銅
器
時
代
が
な
く
、

弥
生
時
代
は
鉄
器
時
代
と
さ
れ
る
。
水
稲
耕
作
と
と
も
に
、
青
銅

器
と
鉄
器
が
ほ
ぼ
同
時
に
伝
わ
っ
た
。 

  

古
代
史
の
論
争
の
核
心
に
つ
い
て
、
武
光
先
生
は
次
の
よ
う
に

解
説
し
て
い
る
。…

 

  

邪
馬
台
国
論
争
は
長
期
に
わ
た
っ
て
「
大
和
か
九
州
か
」
と
い

う
問
題
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
邪
馬
台

国
が
ど
ち
ら
か
の
判
断
は
、
日
本
古
代
史
の
と
ら
え
方
に
か
か
わ

る
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

邪
馬
台
国
大
和
説
を
と
れ
ば
、
天
皇
家
の
祖
先
に
当
た
る
大
和

朝
廷
の
大
王(

注
・
卑
弥
呼)

が
二
世
紀
末(

注
・
西
暦
一
九
〇
年
頃)

に
す
で
に
西
日
本
の
統
一
を
終
え
て
い
た
と
み
る
。 

一
方
、
邪
馬
台
国
九
州
説
に
立
て
ば
三
世
紀
半
ば(

注
・
二
五
〇

年
頃)

は
、
北
九
州
、
大
和
な
ど
多
く
の
政
権
が
並
び
立
つ
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
、
四
世
紀
初
め(

注
・
三
〇
〇
年
頃)

に
よ
う
や
く
大
和

朝
廷
の
征
服
活
動
が
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
自
分

が
大
和
説
に
つ
く
か
九
州
説
に
つ
く
か
決
め
な
い
限
り
、
日
本
古

代
史
の
全
体
像
を
把
握
で
き
な
い
。 
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■
江
戸
時
代
の
邪
馬
台
国
の
所
在
地
論
争 

 

武
光
先
生
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

 

江
戸
時
代
中
期
に
、
人
間
中
心
主
義
の
学
問
が
芽
生
え
た
の
だ

そ
の
一
つ
は
漢
学(
朱
子
学)

の
流
れ
を
ひ
く
も
の
で
、
も
う
一
つ

は
国
学
と
い
う
新
た
な
日
本
固
有
の
思
考
で
あ
る
。
前
者
は
貝
原

益
軒
、
新
井
白
石
、
三
浦
梅
園
ら
に
代
表
さ
れ
、
後
者
は
賀
茂
真

淵
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
ら
を
中
心
と
す
る
。 

 

両
者
は
江
戸
時
代
に
相
反
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
漢
学
者
の
多

く
は
武
家
の
支
配
を
肯
定
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
幕
府
政
治
の
行

き
づ
ま
り
か
ら
生
ま
れ
た
国
学
は
、
天
皇
支
配
の
再
現
を
求
め
る

尊
王
論
に
結
び
つ
い
た
。 

  

一
般
的
に
は
新
井
白
石
は
、
魏
志
倭
人
伝
の
読
み
か
ら
、
邪
馬

台
国
大
和
説
を
と
っ
た
と
、
日
本
書
紀
の
読
み
か
ら
、
神
功
皇
后

が
卑
弥
呼
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
白
石
の
説
は
、
何
の
説
明

も
な
し
に
、
倭
人
伝
の
所
在
地
の
方
角
を
「
南
を
東
に
読
み
か
え

る
」
と
い
う
欠
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
白
石
は
晩
年
に

な
っ
て
九
州
説
に
転
向
し
た
。 

  

国
学
者
の
本
居
宣
長
は
、
日
本
の
古
代
史
は
「
古
事
記
」
な
ど

に
よ
っ
て
復
元
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
を
と
り
、
中
国
の
史

書
を
頭
か
ら
否
定
し
た
。
つ
ま
り
新
井
白
石
と
正
反
対
の
考
え
に

た
っ
た
の
だ
、
か
れ
は
、
敬
愛
す
る
皇
室
が
中
国
に
朝
貢
し
た
と

認
め
た
く
な
か
っ
た
。
彼
は
「
筑
紫
の
南
方
で
勢
力
を
持
っ
て
い

た
熊
襲(

く
ま
そ)

な
ど
の
た
ぐ
い
が
、…

女
王(

神
功
皇
后)

の…

御
使
と
偽
っ
て
つ
か
わ
し
た
る
使
い
で
あ
る
」。こ
の
よ
う
な
考
え

を
「
偽
僭(

ぎ
せ
ん)

説
」
と
い
う
。 

 

さ
ら
に
宣
長
は
、
魏
志
倭
人
伝
の
行
程
記
事
に
鋭
い
疑
い
を
投

げ
か
け
た
。
そ
し
て
、
古
事
記
や
日
本
書
紀
を
盲
信
す
る
皇
国
史

観
へ
と
行
き
着
く
。
本
居
宣
長
以
降
明
治
時
代
末
ま
で
邪
馬
台
国

研
究
の
目
立
っ
た
進
展
は
み
ら
れ
な
い
。 

  

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

こ
れ
ら
の
論
争
の
根
拠
は
中
国
の
「
魏
志
倭
人
伝
」
や
日
本
の

「
古
事
記
・
日
本
書
紀
」
な
ど
、
文
献
史
学(

史
料
の
解
釈)

の
範

囲
か
ら
脱
し
て
い
な
い
（
江
戸
時
代
に
は
現
在
の
考
古
学
は
な
か

っ
た
）。
私
に
は
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
の
印
象
だ
け
だ
。 

た
だ
、
本
居
宣
長
の
「
偽
僭(

ぎ
せ
ん)

説
」
に
つ
い
て
は
、
東

大
学
派
の
九
州
説
に
結
び
つ
け
て
、
あ
り
そ
う
な
話
だ
と
の
印
象

を
受
け
る
。
大
和
の
ヤ
マ
ト
王
権
と
並
立
し
て
い
な
が
ら
、
九
州

の
邪
馬
台
国
・
卑
弥
呼
が
「
倭
国
」
を
名
乗
っ
て
中
国
と
交
渉
し

た
、
と
の
解
釈
が
で
き
そ
う
だ
と
思
う
。 
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■
東
大
と
京
大
の
学
派
の
所
在
地
論
争 

武
光
先
生
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

  

明
治
維
新
を
き
っ
か
け
に
政
府
の
指
導
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
流

の
実
証
主
義
史
学
が
文
献
史
学
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
心
人
物
の
一
人
、「
星
野 
恒
」
は
、
明
治
二
五
年
発
表
の
「
日

本
国
号
考
」
の
な
か
で
、
卑
弥
呼
を
西
国
の
一
酋
長
と
し
た
う
え

で
、
邪
馬
台
国
を
筑
後
国
山
門
郡
に
お
い
た
う
え
で
、
邪
馬
台
国

は
大
和
朝
廷
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。 

 

そ
の
こ
ろ
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
、「
黒
板
勝
美
」
ら
の
日
本

古
文
書
学
が
、
体
系
化
さ
れ
て
い
た
。
黒
板
勝
美
ら
の
手
に
な
る

「
国
史
大
系
」
は
今
日
で
も
日
本
史
研
究
の
基
礎
的
文
献
と
し
て

重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

明
治
四
三
年
は
、
邪
馬
台
国
研
究
の
う
え
で
画
期
的
な
年
に
な

っ
た
。
邪
馬
台
国
大
和
説
を
唱
え
た
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
「
内

藤
虎
次
郎
」
の
「
卑
弥
呼
考
」
と
、
九
州
説
を
唱
え
た
東
京
帝
国

大
学
教
授
の
「
白
鳥
庫
吉
」
の
「
倭
女
王
卑
弥
呼
考
」
が
ほ
ぼ
同

時
に
発
表
さ
れ
た
。
文
化
系
の
学
問
の
活
性
化
が
背
景
に
あ
る
。 

 

一
般
的
に
は
、京
都
大
学
の
大
和
説
は
内
藤
虎
次
郎
に
始
ま
り
、

東
京
大
学
の
九
州
説
は
白
鳥
庫
吉
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
正
確
で
は
な
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
京
大
学
の

星
野
恒
は
す
で
に
九
州
説
を
唱
え
て
い
た
。「
久
米
邦
武
」
も
明
治

四
十
年
の
「
日
本
古
代
史
」
で
星
野
説
を
受
け
継
い
で
い
る
。 

  

だ
が
、
そ
う
い
っ
た
東
京
大
学
の
学
者
は
「
魏
志
倭
人
伝
」
の

距
離
、
日
数
、
方
向
に
つ
い
て
満
足
の
い
く
説
明
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
史
料
に
忠
実
に
従
え
ば
、
邪
馬
台
国
は
九
州
を
つ
き
ぬ

け
た
南
の
海
上
に
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
合
理
的
な
解
釈

を
加
え
て
、
邪
馬
台
国
を
九
州
に
お
い
た
白
鳥
庫
吉
の
説
が
高
く

評
価
さ
れ
る
の
だ
。 

  

一
方
の
内
藤
虎
次
郎
は
、
新
た
な
史
料
解
釈
で
大
和
説
に
日
の

目
を
見
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
内
藤
虎
次
郎
は
「
魏
志
倭
人
伝
」

の
方
向
の
書
き
方
が
違
っ
て
い
る
と
み
た
。…

(

江
戸
時
代
の
大
和

説
の)

新
井
白
石
は
説
明
な
し
に
南
を
東
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、

内
藤
虎
次
郎
の
説
は
、
そ
れ
を
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
誤
記
と
し
た

面
で
、
よ
り
大
和
説
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
と
評
価
で
き
る
。 

  

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

 
明
治
か
ら
大
正
時
代
の
史
学
は
中
国
の
文
献
「
魏
志
倭
人
伝
」

の
解
釈
で
、
こ
の
よ
う
な
「
学
派
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

わ
が
国
の
文
献
「
日
本
書
紀
・
古
事
記
」
が
加
わ
り
、
考
古
学
の

現
在
の
知
見
が
加
わ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
の
か
。 
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■
文
献
学
の
「
紀
・
記
」
批
判
、
考
古
学
の
台
頭 

武
光
先
生
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

 

 

大
正
時
代
に
入
る
と
郷
土
史
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

津
田
左
右
吉
の
記
紀(
注
・
日
本
書
紀
と
古
事
記)

批
判
や
野
呂
栄

太
郎
ら
の
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
も
現
れ
た
。…

し
か
し
両
者
は
、

皇
国
史
観
と
合
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
昭
和
六
年(

一
九
三
一)

の

満
州
事
変
の
開
始
以
来
、
弾
圧
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。 

  

津
田
左
右
吉
は
、
大
正
二
年
に
「
神
代
史
の
新
し
い
研
究
」
を

発
表
し
「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」
の
記
事
の
多
く
は
、
後
世

の
朝
廷
で
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
大
正

八
年
に
は
「
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
新
研
究
」
を
出
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
史
料
批
判
を
推
し
進
め
た
。
津
田
の
説
に
従
え
ば
、
卑
弥

呼
に
関
わ
る
事
件
や
人
物
を
「
古
事
記
」、「
日
本
書
紀
」
の
古
い

時
代
の
記
述
に
結
び
つ
け
て
き
た
邪
馬
台
国
大
和
説
は
、
よ
り
ど

こ
ろ
を
失
う
。 

 

津
田
左
右
吉
は
「
神
代
史
の
新
し
い
研
究
」
で
邪
馬
台
国
九
州

説
を
と
つ
た
と
い
わ
れ
る
。「
魏
志
倭
人
伝
」
の
時
代
に
は
九
州
地

方
に
は
小
君
主
が
多
く
お
り
、
そ
の
の
ち
「
皇
室
が
筑
紫
か
ら
移

っ
て
新
た
に
都
を
奠
（
さ
だ
）
め
た
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
津
田
左
右
吉
は
戦
後
の
「
邪
馬
台
国
の
位
置
に
つ
い
て
」
の

論
文
の
な
か
で
、…

卑
弥
呼
の
時
代
に
当
た
る
崇
神
朝
、
垂
仁
朝

に
女
王
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
大
和
説
の
弱
点
で
あ
る
と
述
べ

る
。
そ
こ
か
ら
、
か
れ
は
邪
馬
台
国
は
筑
後
国
山
門
郡
に
す
る
の

が
よ
い
と
説
く
。
九
州
説
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
年
代
半
ば
以
降
の
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
の
邪
馬
台

国
研
究
に
目
新
し
い
も
の
は
少
な
い
。
こ
れ
以
降
は
考
古
学
上
の

新
発
見
が
邪
馬
台
国
研
究
の
目
玉
に
な
っ
て
い
く
。
昭
和
三
十
年

代
に
入
る
と
、
文
献
史
学
の
研
究
者
も
考
古
学
の
成
果
を
学
ん
だ

う
え
に
自
説
を
組
み
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
十

年
代
後
半
か
ら
文
献
史
学
以
外
の
分
野
の
学
者
に
よ
る
邪
馬
台
国

論
が
い
く
つ
か
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
考
古
学
者
の
小
林

行
雄(

注
・
京
都
大
学)

の
同
笵
鏡
理
論
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の

で
あ
る
。
彼
の
出
現
に
よ
っ
て
邪
馬
台
国
研
究
の
流
れ
が
大
き
く

変
わ
り
、
考
古
資
料
と
文
献
と
を
併
せ
み
た
う
え
で
、
邪
馬
台
国

の
位
置
を
考
え
る
今
日
的
な
邪
馬
台
国
研
究
が
確
立
し
た
。 

  

(
以
下…

大
野
・
追
記) 

こ
こ
か
ら
は
東
大
・
京
大
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
代
史
研
究
が

盛
ん
な
大
学
の
研
究
者
と
そ
の
学
説
を
、
私
な
り
に
選
別
し
て
紹

介
、
解
説
し
て
い
き
た
い
。 
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■
日
本
の
大
学
別
・
古
代
史
研
究
の
学
説 

【
東
京
大
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
学
説
】 

 

●
星
野 

恒(

ほ
し
の 

ひ
さ
し)

・
一
八
三
九
年
生
れ 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
・
文
学
博
士 

明
治
三
九
年
帝
国
学
士
院
会
員
と
な
り
、 

明
治
四
四
年
史
学
会
評
議
員
長 

一
九
一
七
年
九
月
死
去 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

 

明
治
維
新
を
き
っ
か
け
に
政
府
の
指
導
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
流

の
実
証
主
義
史
学
が
文
献
史
学
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
心
人
物
の
一
人
、
星
野
恒
は
、
明
治
二
五
年
発
表
の
「
日
本
国

号
考
」
の
な
か
で
、
卑
弥
呼
を
西
国
の
一
酋
長
と
し
た
う
え
で
、

邪
馬
台
国
を
筑
後
国
山
門
郡
に
お
い
た
う
え
で
、
邪
馬
台
国
は
大

和
朝
廷
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。 

 

●
久
米
邦
武(

く
め 

く
に
た
け)

・
一
八
三
九
年
生
れ 

明
治
二
一
年
東
京
帝
国
大
教
授
の
ち
に
立
教
大
学
教
授
・
早

稲
田
大
学
教
授
・
文
学
博
士 

一
九
三
一
年
二
月
死
去 

 

 

●
白
鳥
庫
吉(

し
ら
と
り 

く
ら
き
ち)

・
一
八
六
五
年
生
れ 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
教
授
・
文
学
博
士 

学
習
院
大
学
教
授
と
兼
務
で
東
京
帝
国
大
学
教
授 

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授 

一
九
四
二
年
三
月
死
去 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

 

明
治
四
三
年
、
邪
馬
台
国
大
和
説
を
唱
え
た
京
都
帝
国
大
学
教

授
の
内
藤
虎
次
郎
「
卑
弥
呼
考
」
と
、
九
州
説
を
唱
え
た
東
京
帝

国
大
学
教
授
の
白
鳥
庫
吉
の
「
倭
女
王
卑
弥
呼
考
」
が
ほ
ぼ
同
時

に
発
表
さ
れ
た
。
文
化
系
の
学
問
の
活
性
化
が
背
景
に
あ
る
。 

一
般
的
に
は
、京
都
大
学
の
大
和
説
は
内
藤
虎
次
郎
に
始
ま
り
、

東
京
大
学
の
九
州
説
は
白
鳥
庫
吉
に
始
ま
る
。
し
か
し
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
東
京
大
学
の
星
野
恒
は
す
で
に
九
州
説
を
唱
え
、

久
米
邦
武
も
明
治
四
十
年
の
「
日
本
古
代
史
」
で
星
野
説
を
受
け

継
い
で
い
る
。 

 

だ
が
、
そ
う
い
っ
た
東
京
大
学
の
学
者
は
「
魏
志
倭
人
伝
」
の

距
離
、
日
数
、
方
向
に
つ
い
て
満
足
の
い
く
説
明
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
。
史
料
に
忠
実
に
従
え
ば
、
邪
馬
台
国
は
九
州
を
つ
き
ぬ

け
た
南
の
海
上
に
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
魏
志
倭
人
伝
」

の
行
程
記
事
に
合
理
的
な
解
釈
を
加
え
て
、
邪
馬
台
国
を
九
州
に

お
い
た
白
鳥
庫
吉
の
説
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。 
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●
黒
板
勝
美(

く
ろ
い
た 

か
つ
み)

・
一
八
七
四
年
生
れ 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
文
学
部
教
授
・
文
学
博
士 

大
正
八
年
史
料
編
纂
官
兼
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な
り
、 

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授 

一
九
四
六
年
一
二
月
死
去 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

 

そ
の
こ
ろ
官
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
、
黒
板
勝
美
ら
の
日
本
古

文
書
学
が
、
体
系
化
さ
れ
て
い
た
。
黒
板
勝
美
ら
の
「
国
史
大
系
」

は
今
も
日
本
史
研
究
の
基
礎
的
文
献
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

  

●
井
上
光
貞(

い
の
う
え 

み
つ
さ
だ)

・
一
九
一
三
年
生
れ 

東
京
帝
国
大
学
・
大
学
院
文
学
部
国
史
学
科
・
文
学
博
士 

昭
和
四
二
年
、
東
京
大
学
文
学
部
教
授
、 

昭
和
五
六
年
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
初
代
館
長
就
任 

一
九
八
三
年
二
月
死
去 

 

武
光
先
生
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

 

井
上
光
貞
は
、
か
つ
て
白
鳥
庫
吉
が
主
張
し
た
不
弥
国
か
ら
邪

馬
台
国
ま
で
千
三
百
里
だ
と
す
る
意
見
を
重
ん
じ
て
、
邪
馬
台
国

を
九
州
に
お
く
べ
き
だ
と
い
う
。…

そ
し
て
三
世
紀
の
「
や
ま
と
」

の
地
は
、
筑
紫
国
山
門
郡
と
肥
後
国
菊
池
郡
山
門
郷
と
を
含
む
広

い
地
で
あ
っ
た
。…

邪
馬
台
国
は
か
な
り
の
領
地
を
治
め
て
い
て

も
、
ず
ば
抜
け
た
勢
力
を
持
つ
専
制
国
家
で
は
な
い
と
い
う
。
卑

弥
呼
は
、多
く
の
小
国
の
支
持
な
し
に
は
王
位
に
つ
け
な
か
っ
た
。 

 

●
佐
藤 

信(

さ
と
う 

ま
こ
と)

・
一
九
五
二
年
生
れ 

東
大
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
博
士
課
程
中
退
・ 

東
京
大
学
名
誉
教
授 

●
設
楽
博
巳(

し
た
ら 

ひ
ろ
み)

・
一
九
五
六
年
生
れ 

筑
波
大
・
大
学
院
文
学
部
考
古
学
博
士
課
程
終
了 

国
立
民
族
歴
史
博
物
館
・
駒
澤
大
学
教
授
を
経
て 

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
研
究
科
教
授 

 

(

以
下…

大
野
・
追
記) 

 

こ
の
二
人
は
、
武
光
先
生
よ
り
後
年
の
東
大
大
学
院
博
士
課
程

で
し
か
も
東
大
教
授
だ
が
、
こ
こ
で
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
態
度
表
明(

論
文
・
著
書
な
ど
で)

が
見
当
た
ら
な
い
。 

佐
藤
信
教
授
は
、
先
に
掲
げ
た
「
大
学
の
日
本
史
・
古
代
」
の

編
者
で
第
一
章
の
「
新
し
い
古
代
史
」
を
執
筆
さ
れ
て
い
る
。 

設
楽
博
巳
教
授
は
、
日
本
歴
史
・
私
の
最
新
講
義
「
縄
文
社
会

と
弥
生
社
会
」（
敬
文
舎
）
の
著
者
だ
が
、
論
争
点
へ
の
直
接
の
論

及
は
見
当
た
ら
な
い
。 
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●
武
光 

誠(

た
け
み
つ 

ま
こ
と)

・
一
九
五
〇
年
生
れ 

東
大
大
学
院
国
史
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
・ 

明
治
学
院
大
名
誉
教
授 

  

武
光
先
生
は
、
他
の
東
大
学
派
の
先
生
と
同
じ
く
文
献
史
学
的

に
は
、邪
馬
台
国
の
所
在
地
は
九
州
説
に
分
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

著
書
の
「
邪
馬
台
国
と
大
和
朝
廷
」（
平
凡
社
新
書
）
で
は…
 

  

「
魏
志
倭
人
伝
」
は
、
不
弥
国
か
ら
南
に
進
め
ば
邪
馬
台
国
に

着
く
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
行
程
記
事
を
素
直
に
読
め
ば
、
邪
馬

台
国
は
筑
後
川
流
域
に
く
る
。
邪
馬
台
国
九
州
説
に
分
が
あ
る
。 

 

そ
し
て
、邪
馬
台
国
九
州
説
に
た
つ
白
鳥
庫
吉(
注
・
東
大
学
派)

は
、
不
弥
国
か
ら
邪
馬
台
国
ま
で
の
距
離
を
「
魏
志
倭
人
伝
」
全

体
か
ら
千
三
百
里
程
度
と
導
き
だ
し
た
。
今
ま
で
に
こ
の
白
鳥
説

に
対
す
る
邪
馬
台
国
大
和
説(

注
・
京
大
学
派)

か
ら
の
有
効
な
反

論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
文
献
の
読
み
の
点
だ
け
論
じ
る
な
ら
、

邪
馬
台
国
は
ほ
ぼ
九
州
で
決
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

  

考
古
学
的
に
は
、
の
現
在
ま
で
の
発
掘
成
果
か
ら
み
て
、
三
角

縁
神
獣
鏡
は
三
世
紀
半
ば
（
注
・
二
五
〇
年
頃
）
以
降
に
作
ら
れ
、

広
く
交
易
さ
れ
た
あ
り
ふ
れ
た
銅
鏡
で
あ
っ
た…

。
こ
の
鏡
の
製

作
地
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
青
銅
器
工
房
が
出
た
北
九
州
が
ふ
さ
わ

し
い
。
渡
来
系
の
工
人
が
来
や
す
い
の
も
北
九
州
で
あ
ろ
う
。 

  

し
か
し
、
三
角
縁
神
獣
鏡
は
大
和
を
中
心
に
分
布
し
て
い
る
。

奈
良
県
天
理
市
の
黒
塚
古
墳
の
発
掘
の
あ
と
、
邪
馬
台
国
大
和
説

を
と
る
考
古
学
者
の
意
見
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
黒
塚
古
墳

か
ら
邪
馬
台
国
ゆ
か
り
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
た
以
上
、
邪
馬
台

国
で
古
墳
が
作
り
始
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ゆ
え
に
、

大
和
に
古
墳
を
の
こ
し
た
大
和
朝
廷
が
邪
馬
台
国
で
あ
り
、
卑
弥

呼
は
皇
室
の
祖
先
に
連
な
る
女
性
だ
と
い
う
の
だ
。
そ
の
た
め
近

年
、
邪
馬
台
国
九
州
説
は
大
き
く
後
退
し
て
い
る
。 

  

だ
が…

邪
馬
台
国
の
時
代
に
あ
た
る
三
世
紀
の
日
本
は
、（
魏
志

倭
人
伝
が
語
る
よ
う
な
）
南
方
系
文
化
圏
の
な
か
に
あ
っ
た
。
邪

馬
台
国
の
習
俗
は
北
方
系
の
文
化
を
受
け
た
大
和
朝
廷
と
は
か
な

り
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
邪
馬
台
国
が
発
展
し
て
日
本
を
統
一

し
た
と
す
れ
ば
、
南
方
系
祭
祀
を
用
い
た
邪
馬
台
国
に
指
導
さ
れ

た
日
本
は
南
方
系
文
化
の
な
か
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
ろ
う
。
大
和

朝
廷
が
邪
馬
台
国
と
異
質
な
政
権
で
、
大
和
時
代
の
日
本
は
北
方

系
の
騎
馬
民
族
系
文
化
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

近
年
の
大
和
の
考
古
学
上
の
新
発
見
は
、
邪
馬
台
国
大
和
説
を

検
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
か
。
大
和
朝
廷
発
祥
の
い
き
さ
つ
が
明
ら

か
に
な
っ
た
点
は
重
要
だ
が
、
大
和
の
考
古
学
資
料
は
そ
の
ま
ま
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邪
馬
台
国
の
存
在
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
考
古
学
資
料
に

よ
っ
て
邪
馬
台
国
の
全
盛
期
に
あ
た
る
三
世
紀
の
大
和
に
有
力
な

政
権
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

た
だ
、大
和
の
勢
力
が
北
九
州
を
支
配
し
て
い
た
事
実
は
な
く
、

大
和
に
は
北
九
州
の
文
化
も
み
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
三
世
紀
半

ば
の
時
点
で
古
墳
文
化
は
北
九
州
に
は
広
ま
っ
て
い
な
い
。
大
和

朝
廷
の
支
配
を
受
け
る
前
の
北
九
州
の
勢
力
が
邪
馬
台
国
と
し
て

中
国
と
交
渉
を
持
っ
て
い
た
と
み
る
。 

 

 

古
墳
の
地
域
別
の
出
現
に
注
目
す
る
。
北
九
州
で
は
、
大
和
よ

り
二
、
三
〇
年
お
く
れ
て
古
墳
が
出
現
す
る
。
大
和
朝
廷
が
北
九

州
を
征
服
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
し
か
も
、
北
九
州
の
発
生
期
の

古
墳
は
、
九
州
説
で
邪
馬
台
国
の
本
拠
地
と
さ
れ
る
筑
紫
平
野
に

は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
卑
弥
呼
の
後
身
が
三
世
紀
半

ば
に
大
和
朝
廷
と
対
立
し
て
い
た
。
し
か
し
、
筑
紫
平
野
も
や
が

て
古
墳
文
化
に
の
み
込
ま
れ
て
い
く
。
邪
馬
台
国
は
大
和
朝
廷
に

征
服
さ
れ
た
と
み
る
の
が
最
も
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
。 

 

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

 

長
々
と
引
用
し
て
き
た
が
、東
大
学
派
の
、「
邪
馬
台
国
九
州
説
」

と
、「
卑
弥
呼
は
邪
馬
台
国
の
盟
主
だ
が
、
天
皇
家
の
後
裔
で
な
い

説
」
の
立
場
に
あ
る
。 

 

●
倉
本
一
宏(

く
ら
も
と 

か
ず
ひ
ろ)

・
一
九
五
八
年
生
れ 

東
大
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
博
士
課
程
終
了 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授 

  
(

以
下…

大
野
・
追
記) 

倉
本
先
生
は
、
こ
こ
の
第
一
章
の
「
教

科
書
の
古
代
史
」
の
大
学
の
「
日
本
古
代
史
」
の
教
材
・
参
考
書

の
共
同
執
筆
者
で
あ
る
。
過
激
な
ほ
ど
の
東
大
学
派…

卑
弥
呼
の

邪
馬
台
国
は
北
部
九
州
、
邪
馬
台
国
連
合
と
ヤ
マ
ト
政
権
は
別
の

政
治
権
力…

で
あ
る
。
京
都
学
派
に
意
識
的
に
対
抗
し
て
い
る
。

第
一
章
に
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。 

  

●
大
津 

透 (

お
お
つ 

と
お
る)

・
一
九
六
〇
年
生
れ 

東
大
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
史
学
博
士
課
程
中
退 

東
京
大
学
人
文
社
会
系
教
授 

  
(

以
下…

大
野
・
追
記) 

大
津
先
生
は
、
第
一
章
の
「
教
科
書

の
古
代
史
」
の
高
校
の
教
科
書(

山
川
出
版
社)

の
執
筆
や
、
社
会

人
向
け
日
本
史
教
科
書(

山
川
出
版
社)

の
執
筆
が
あ
り
、
こ
こ
で

の
論
点
と
な
る
邪
馬
台
国
の
所
在
地
論
争
は
、
中
立
的
立
場
「
結

論
が
出
て
い
な
い
」
の
立
場
を
貫
い
て
い
る
。 
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【
京
都
大
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
学
説
】 

 

●
内
藤
寅
次
郎(

な
い
と
う 

と
ら
じ
ろ
う)

・
一
八
六
六
年
生
れ 

明
治
一
七
年 
秋
田
師
範
学
校
卒
業
、 

明
治
四
〇
年
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
講
師 

の
ち
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
一
九
三
四
年
六
月
死
去 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

 

明
治
四
三
年
は
、
邪
馬
台
国
研
究
の
う
え
で
画
期
的
な
年
に
な

っ
た
。
邪
馬
台
国
大
和
説
を
唱
え
た
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
内
藤

虎
次
郎
「
卑
弥
呼
考
」
と
、
九
州
説
を
唱
え
た
東
京
帝
国
大
学
教

授
の
白
鳥
庫
吉
の
「
倭
女
王
卑
弥
呼
考
」
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
表
さ

れ
た
。
文
化
系
の
学
問
の
活
性
化
が
背
景
に
あ
る
。 

  

内
藤
虎
次
郎
は
、
新
た
な
史
料
解
釈
で
「
日
本
書
紀
」
の
神
功

皇
后
卑
弥
呼
説
以
来
ほ
と
ん
ど
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
大
和
説
に

日
の
目
を
見
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
内
藤
虎
次
郎
は
「
魏
志
倭
人

伝
」
の
方
向
の
書
き
方
が
違
っ
て
い
る
と
み
た
。…

(

大
和
説
の)

新
井
白
石
は
説
明
な
し
に
南
を
東
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
内
藤

虎
次
郎
の
説
は
、
そ
れ
を
「
魏
志
倭
人
伝
」
の
誤
記
と
し
た
面
で
、

よ
り
大
和
説
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
と
評
価
で
き
る
。 

 

●
小
林
行
雄(

こ
ば
や
し 

ゆ
き
お)

・
一
九
一
一
年
生
れ 

神
戸
大
・
工
学
部
卒
、
京
大
文
学
部
助
教
授
・
教
授 

京
大
学
名
誉
教
授 

一
九
八
九
年
二
月
死
去 

 

武
光
先
生
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

 

昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
文
献
史
学
以
外
の
分
野
の
学
者
に
よ

る
邪
馬
台
国
論
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
考
古
学
者
の
小

林
行
雄(

注
・
京
都
大
学)

の
同
笵
鏡
理
論
は
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
。
彼
の
出
現
に
よ
っ
て
邪
馬
台
国
研
究
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
り
、
考
古
資
料
と
文
献
と
を
併
せ
み
て
、
邪
馬
台
国
の
位

置
を
考
え
る
今
日
的
な
邪
馬
台
国
研
究
が
確
立
し
た
と
い
え
る
。 

  

小
林
行
雄
は
昭
和
二
十
七
年
の
「
邪
馬
台
国
の
所
在
論
」
に
始

ま
る
一
連
の
論
文
で
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。「
魏
志
倭
人
伝
」は
、

魏
が
景
初
三
年
に
百
面
の
鏡
を
卑
弥
呼
に
授
け
た
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
鏡
の
多
く
は
三
角
縁
神
獣
鏡
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か

も
、
邪
馬
台
国
は
正
始
四
年
の
朝
貢
や
台
与
の
朝
貢
の
と
き
に
も

三
角
縁
神
獣
鏡
を
与
え
ら
れ
た
と
み
る
。
そ
こ
で
、
日
本
に
も
た

ら
さ
れ
た
三
角
縁
神
獣
鏡
は
、
数
百
面
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。 

 

邪
馬
台
国
は
自
国
に
従
う
地
方
の
豪
族
に
、
中
国
の
三
角
縁
神
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獣
鏡
を
分
け
与
え
た
の
だ
ろ
う
。（
三
角
縁
神
獣
鏡
が
三
十
二
面
出

て
き
た
）
椿
井
大
塚
山
古
墳
の
主
は
鏡
の
下
賜
に
か
か
わ
っ
た
有

力
者
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
邪
馬
台
国
は
椿
井
大
塚
山
古
墳
に
近

い
大
和
に
あ
っ
た
大
和
朝
廷
に
ち
が
い
な
い
。 

   
(

以
下…

大
野
・
私
見) 

こ
の
小
林
行
雄
の
説
は
、そ
の
後
批
判
も
多
く
出
て
き
て
い
る
。

鏡
が
出
土
し
た
古
墳
の
作
ら
れ
た
時
代
と
卑
弥
呼
が
鏡
を
中
国
か

ら
受
け
た
時
代
と
に
、
百
年
近
い
差
が
あ
る
こ
と
、
出
土
数
の
多

さ
か
ら
日
本
国
産
の
三
角
縁
神
獣
鏡
の
説
も
出
た
こ
と
、
古
墳
へ

の
こ
の
鏡
の
埋
葬
の
仕
方
か
ら
、
貴
重
品
扱
い
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

  

●
直
木
孝
次
郎(

な
お
き 

こ
う
じ
ろ
う)

・
一
九
一
九
年
生
れ 

 
 

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
・
京
大
文
学
博
士 

 
 

大
阪
市
立
大
学
教
授
・
名
誉
教
授
・
岡
山
大
学
教
授 

 
 

二
〇
一
九
年
二
月
死
去 

 

●
上
田
昭
正(

う
え
だ 

あ
き
ま
さ)

・
一
九
二
七
年
生
れ 

 
 

京
大
・
文
学
部
史
学
科
卒
、
京
大
教
養
学
部
教
授
、 

京
大
学
名
誉
教
授 

二
〇
一
六
年
三
月
死
去 

 

 

上
田
先
生
の
著
書
「
大
和
朝
廷…

古
代
王
権
の
成
立
」(

講
談
社

学
術
文
庫)

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

  

は
し
が
き…

ヤ
マ
ト
（
大
和
）
朝
廷
の
起
源
は
、
多
く
の
謎
に

お
お
わ
れ
て
い
る
。
三
世
紀
の
邪
馬
台
国
が
、
い
っ
た
い
ど
こ
に

あ
っ
た
の
か
。
そ
の
所
在
に
つ
い
て
の
議
論
や
、
邪
馬
台
国
が
そ

の
後
の
倭
王
権
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
そ
の
権
力
の

発
端
に
に
つ
い
て
も
未
解
決
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。 

 

謎
の
世
紀
と
よ
ば
れ
て
い
る
四
世
紀
の
倭
王
権
の
実
態
は
、
ま

だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
三
世
紀
の

邪
馬
台
国
と
五
世
紀
の
倭
の
五
王
の
段
階
と
の
間
に
お
け
る
す
じ

み
ち
は
な
お
は
っ
き
り
と
見
定
め
が
た
い
状
況
に
あ
る
。 

 

ヤ
マ
ト
朝
廷
の
成
立
に
つ
い
て
も
統
一
あ
る
見
解
は
ま
だ
示
さ

れ
て
い
な
い
。…

前
方
後
円
墳
の
出
現
に
象
徴
さ
れ
る
古
墳
文
化

の
歩
み
と
王
権
の
構
造
と
は
、
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
も
つ
の

か
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
も
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

  

二
世
紀
後
半
ご
ろ
の
事
件
と
し
て
「
魏
志
倭
人
伝
」
は
、…

其

の
国
本
亦
（
も
と
ま
た
）
男
子
を
も
っ
て
王
と
な
し
、
住(

と
ど)

ま
る
こ
と
、
七
、
八
十
年
。
倭
国
乱
れ
、
相
攻
伐
す
る
こ
と
歴
年
。

乃(

す
な
わ)

ち
共
に
一
女
子
を
立
て
て
王
と
為
す
。
名
づ
け
て
卑

弥
呼
と
い
う
。…

こ
の
二
世
紀
後
半
の
内
乱
に
よ
っ
て
、
も
と
も
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と
男
王
で
あ
っ
た
国
（
邪
馬
台
国
）
が
そ
れ
を
や
め
て
、
女
王
卑

弥
呼
が
共
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
魏
志
に
記
す
北

九
州
の
伊
都
国
な
ど
に
「
世
々
王
有
る
も
、
皆
女
王
国
に
統
属
す
」 

と
あ
る
よ
う
な
ク
ニ
グ
ニ
の
王
が
、
特
定
の
宗
主
国
と
も
言
う
べ

き
国
の
元
に
新
た
に
統
属
さ
れ
る
政
治
的
社
会
の
成
立
が
あ
っ
た
。

…

邪
馬
台
国
国
王
（
卑
弥
呼
）
の
共
立
も
、
じ
つ
は
こ
の
乱
を
契

機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
権
の
質
も
か
な
り
の
差
が
生
じ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
女
治
の
背
後
に
、
女
王
を
と
り
ま
く
軍
事
力
と
、

魏
と
の
通
交
に
よ
る
外
的
権
威
が
あ
っ
た…

。 

  

卑
弥
呼
が
死
ん
で
「
更
に
男
王
を
立
て
し
も
、
国
中
服
さ
ず
」、

ま
た
戦
い
が
お
こ
っ
た…

。
つ
い
に
卑
弥
呼
の
一
族
の
娘
で
年
十

三
に
な
っ
て
い
た
台
与
が
女
王
に
迎
え
ら
れ
た
。
台
与
も
魏
に
朝

貢
し
、
魏
の
後
の
晋
に
も
朝
貢
し
た
。
邪
馬
台
国
は
最
初
か
ら
女

王
の
国
で
は
な
く
、
台
与
以
降
は
再
び
男
王
に
な
っ
て
い
た
と
み

な
さ
れ
る
。
台
与
の
死
後
に
つ
い
て
唐
の
史
書
に
は
「
其
の
後
、

ま
た
男
王
を
立
て
て
、
並
び
に
中
国
の
爵
命
を
受
く
」
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
三
世
紀
末
な
い
し
四
世
紀
初
め
の
こ
ろ
が

相
当
す
る
。
邪
馬
台
国
は
男
王
に
よ
っ
て
王
権
が
受
け
継
が
れ
る

の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
卑
弥
呼→

台
与→

畿
内
倭

王
権
の
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
台
与
と
畿
内
倭
王
権
の
間
に
男
王
が

介
在
し
た
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
男
王
権
が
動
揺
し
た
二

世
紀
後
半
や
三
世
紀
後
半
の
時
期
に
、
女
王
の
卑
弥
呼
・
台
与
が

擁
立
さ
れ
て
、
そ
の
危
機
の
り
き
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

  

邪
馬
台
国
九
州
説
に
と
っ
て
の
弱
点
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
の
は
、

倭
人
の
国
三
十
国
の
中
で
最
大
規
模
で
描
く
邪
馬
台
国
が
、
九
州

に
お
い
て
そ
の
後
の
歩
み
を
絶
つ
こ
と
で
あ
る
。
三
世
紀
後
半
の

遺
跡
・
遺
物
に
お
い
て
、
古
墳
文
化
に
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の
が

近
畿
の
地
域
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
に
、
四
、
五
世
紀
の
九
州
に
あ

っ
た
と
す
る
邪
馬
台
国
の
後
裔
を
見
い
だ
せ
な
い
。 

九
州
説
の
人
々
は
卑
弥
呼
の
後
の
台
与
の
段
階
で
、
何
ら
か
の

政
治
的
変
動
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
と
か
、
東
遷
し
て
畿
内
政
権
に

つ
な
が
っ
た
と
か
、
主
張
す
る
。
中
国
の
史
書
「
梁
書
」
に
う
か

が
え
る
よ
う
に
、
台
与
で
邪
馬
台
国
は
滅
ん
だ
の
で
な
く
、
東
遷

し
た
の
で
も
な
く
、
台
与
の
死
後
、
ま
た
男
王
が
王
位
に
つ
い
て

中
国
の
爵
命
を
受
け
て
い
た
と
伝
え
る
。
三
世
紀
段
階
の
邪
馬
台

国
を
畿
内
に
求
め
、
次
の
畿
内
倭
王
権
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

ほ
う
が
、
邪
馬
台
国
の
発
展
過
程
に
は
よ
り
説
得
力
が
あ
る
。 

  

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

邪
馬
台
国
・
卑
弥
呼
と
大
和
王
権
・
大
王
つ
な
が
り
を
男
王
の

存
在
で
語
る
が
、「
な
る
ほ
ど
」
と
は
思
わ
せ
て
く
れ
な
い
。
京
大

学
派
の
上
田
先
生
は
、
後
で
解
説
す
る
、
明
治
大
学
の
大
塚
先
生

と
、
戦
後
ま
も
な
く
の
、
日
本
考
古
学
会
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。 
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●
佐
原 

真(

さ
は
ら 

ま
こ
と)

・
一
九
三
二
年
生
れ 

京
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
課
程
修
了 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
館
長
・
二
〇
〇
二
年
七
月
死
去 

 
 

※
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

  

●
都
出
比
呂
志(

つ
で 
ひ
ろ
し)

・
一
九
四
二
年
生
れ 

京
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
課
程
中
退 

大
阪
大
学
名
誉
教
授 

 

都
出
先
生
の
著
書
「
古
代
国
家
は
い
つ
成
立
し
た
か
」(

岩
波
新

書)

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…
 

  

「
魏
志
倭
人
伝
」
と
邪
馬
台
国…

弥
生
時
代
後
期
に
は
、
地
方

権
力
は
北
部
九
州
、
吉
備
、
出
雲
、
畿
内
、
東
海
、
関
東
と
、
そ

れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
地
方
権
力
が
、
権
力
争
い

を
始
め
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
地
方
権
力
は
卑
弥
呼

を
王
に
擁
立
し
て
戦
い
を
収
め
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
日
本
で
初

め
て
の
中
央
集
権
、
邪
馬
台
国
が
西
日
本
に
成
立
し
ま
す
。
二
世

紀
末
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
卑
弥
呼
が
没
し
、
王
の
た
め
の
巨

大
な
墓
、
古
墳
が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
権
力
者
は
引
き
続
い
て

古
墳
を
築
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

 

弥
生
時
代
は
採
集
経
済
の
縄
文
時
代
の
後
に
続
く
生
産
経
済
の

時
代
で
、
紀
元
前
一
〇
〇
〇
年
か
ら
紀
元
後
二
四
〇
年
ま
で
の
約

一
二
〇
〇
年
間
続
き
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、
終
末
期
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
期
が
、
小
さ
な
政
治
的
ま
と
ま
り
、「
魏

志
倭
人
伝
」
に
い
う
「
国
」
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
大
き
な
政
治
的

ブ
ロ
ッ
ク
が
出
現
す
る
時
代
で
、
紀
元
前
四
〇
〇
年
～
紀
元
前
五

〇
年
、
後
期
は
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
争
い
が
続
く
時
代
で
、
紀
元
前
五

〇
年
～
紀
元
後
一
八
〇
年
、
終
末
期
は
卑
弥
呼
が
王
と
し
て
君
臨

し
た
時
代
で
、
紀
元
後
一
八
〇
年
～
紀
元
後
二
五
〇
年
で
す
。 

  

鉄
の
供
給
ル
ー
ト
を
め
ぐ
る
覇
権
争
い…

鉄
の
普
及
は
、
一
世

紀
末
ま
で
「
ツ
ク
シ
政
権
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
力
を
持
つ
北
部
九

州
が
最
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
政
権
が
後
漢
王
朝
の
庇
護
を

受
け
て
お
り
、
鉄
を
生
産
す
る
朝
鮮
半
島
の
楽
浪
郡
が
そ
の
支
配

下
に
あ
っ
た
。
二
世
紀
後
半
に
後
漢
王
朝
が
弱
体
化
し
、
こ
の
好

機
に
「
ヤ
マ
ト
政
権
」
が
「
ツ
ク
シ
政
権
」
を
制
圧
し
鉄
の
供
給

ル
ー
ト
を
掌
握
し
た
、
と
い
う
の
で
す
。 

 

二
世
紀
末
に
は
畿
内
を
含
め
た
日
本
列
島
に
鉄
器
が
本
格
的
に

普
及
し
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
畿
内
は
力
を
増
し
、
北
部
九
州
を

は
じ
め
西
日
本
全
体
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
全
国
に
鉄
が
急
速
に
普
及
し
た
の
は
、
鉄
が
畿
内
を
通

し
て
日
本
に
多
量
に
流
入
し
た
か
ら
と
推
定
で
き
る
の
で
す
。 
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卑
弥
呼
の
墓…

邪
馬
台
国
の
王
、
卑
弥
呼
が
没
し
た
と
き
、
残

さ
れ
た
権
力
集
団
は
巨
大
な
墓
、
前
方
後
円
墳
を
築
き
ま
し
た
。

こ
の
大
和
の
地
に
は
、
弥
生
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
墓
形
、
前

方
後
円
墳
原
形
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
卑
弥
呼
の
墓
が
前
方
後
円

墳
に
な
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
し
た
。
支
配
者
集
団
は
巨
大

な
古
墳
を
築
い
て
自
分
た
ち
の
力
を
誇
示
し
、
権
力
の
維
持
を
図

る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
奈
良
の
こ
の
地
に
古
墳
が
出
現
す
る

五
〇
年
位
前
か
ら
こ
の
大
和
の
地
に
漢
の
鏡
や
鉄
の
出
土
数
が
次

第
に
増
加
し
て
お
り
、
古
墳
出
現
期
に
多
く
の
巨
大
古
墳
が
築
か

れ
た
奈
良
地
方
に
、
絶
大
な
力
を
も
っ
て
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
全
域

を
支
配
す
る
大
和
政
権
が
生
ま
れ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。 

  

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

紀
元
前
・
後
の
年
代
と
歴
史
的
出
来
事
の
わ
か
り
や
す
い
。
た

だ
、
邪
馬
台
国
所
在
地
が
、
大
和
説
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
。 

 

●
吉
川
真
司(

よ
し
か
わ 

し
ん
じ)

・
一
九
六
〇
年
生
れ 

京
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
課
程
終
了 

京
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授 

 
 

※
現
在
の
京
大
の
現
役
教
授
、「
律
令
官
僚
制
研
究
」
が
評
価

さ
れ
て
お
り
、
論
争
点
の
邪
馬
台
国
時
代
よ
り
後
の
平
安
京

の
時
代
が
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
る
。 

 

●
安
本
美
典 (

や
す
も
と 

び
て
ん)

・
一
九
三
四
年
生
れ 

京
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理
学
専
攻
・
文
学
博
士 

産
能
大
教
授
・「
邪
馬
台
国
の
会
」
主
宰
。 

 

(

以
下…

大
野
・
私
見) 

安
本
先
生
は
、
著
書
の
「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
が
解
く
邪
馬
台
国―

北
部
九
州
説
は
ゆ
る
が
な
い
ー
」

で
九
州
説
を
唱
え
て
い
る
。 

安
本
先
生
は
、
京
都
学
派
に
与
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
ご
自
身

の
著
書
で
、
九
州
説
を
主
張
す
る
研
究
機
関
の
専
門
家
や
大
学
の

先
生
か
ら
の
引
用
を
多
く
さ
れ
て
い
る
が
、本
家
と
も
い
え
る（
北

九
州
を
主
張
す
る
）
東
大
学
派
の
学
説
は
一
切
引
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
片
手
落
ち
の
感
が
す
る
。 

さ
ら
に
炭
素
一
四
年
代
法
に
よ
る
年
代
の
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

つ
い
て
も
支
持
し
て
い
な
い
。
さ
き
の
著
書
で
「
前
方
後
円
墳
の

時
期
は
、…

西
暦
三
五
〇
年
前
後
と
み
ら
れ
る
。
前
方
後
円
墳
の

は
じ
ま
り
の
年
代
を
、
卑
弥
呼
の
西
暦
二
五
〇
年
頃
ま
で
遡
る
見

解
が
あ
る
（
注
・
歴
博
の
炭
素
一
四
年
代
法…

詳
細
は
後
述
）。
こ

の
よ
う
な
見
解
は
「
思
考
実
験
」
と
い
え
る
」
と
し
、
誤
差
の
幅

の
広
い
測
定
値
と
し
て
否
定
的
で
あ
る
。 

一
方
で
、「
鉛
同
位
体
比
の
測
定
値
研
究
」（
注
・
科
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
）
を
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
鏡
の
製
作
年
代
を
推
定
す
る
方

法
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。
自
己
矛
盾
な
感
じ
た
。 
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【
大
阪
大
学
・
九
州
大
学
の
学
説
】 

■
大
阪
大
学 

  

●
西
本
昌
弘(

に
し
も
と 

ま
さ
ひ
ろ)

・
一
九
五
五
年
生
れ 

大
阪
大
・
大
学
院
文
学
史
学
専
攻
博
士
課
程
終
了 

関
西
大
学
・
文
学
部
教
授 

  

西
本
先
生
の
論
説
「
歴
史
道―
卑
弥
呼
の
正
体
・
邪
馬
台
国
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か―

」（
週
刊
朝
日
ム
ッ
ク
１
８
）
で
は
、
次
の

よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

…
 

           

●
福
永
伸
哉(

ふ
く
な
が 

し
ん
や)

・
一
九
五
九
年
生
れ 

大
阪
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退 

大
阪
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授 

 

福
永
先
生
の
著
書
「
邪
馬
台
国
か
ら
大
和
政
権
へ―

大
阪
大
学

新
世
紀
セ
ミ
ナ
ー―

」(

大
阪
大
学
出
版
会) 

で
は
、
次
の
よ
う
に

解
説
し
て
い
る
。…

 

           

●
松
木
武
彦(

ま
つ
き 

た
け
ひ
こ)

・
一
九
六
一
年
生
れ 

大
阪
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
終
了 

岡
山
大
文
学
部
教
授
を
経
て
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授 

 
 

総
合
研
究
大
学
院
教
授
兼
任 

 
 

※
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 



 

15 

■
九
州
大
学 

 

●
鏡
山 
猛
（
か
が
み
や
ま 

た
け
し
）・
一
九
〇
八
年
生
れ 

 
 

九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
史
学
科
卒
。
兵
役
を
経
て 

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
講
座
初
代
教
授
、の
ち
名
誉
教
授
、 

九
州
歴
史
資
料
館
の
館
長
就
任 

一
九
八
四
年
一
〇
月
死
去 

  

●
西
谷 

正
（
に
し
た
に 
た
だ
し
）
一
九
三
八
年
生
れ 

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。 

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究
員
、
福
岡
県
教
育
委
員
会
、 

九
州
大
学
文
学
部
教
授
・
名
誉
教
授
。
考
古
学
協
会
長 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

         

●
春
成 

秀
爾
（
は
る
な
り 

ひ
で
じ
）
一
九
四
二
年
生
れ 

岡
山
大
学
法
文
学
部
史
学
科
日
本
史
専
攻
卒
業 

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
修
士
課
程
中
退 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

総
合
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授 

 
 

※
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

 

●
藤
尾 

慎
一
郎
（
ふ
じ
お
し
ん
い
ち
ろ
う
）
一
九
五
九
年
生
れ 

 
 

広
島
大
学
文
学
部
史
学
科
考
古
学
専
攻
卒
、
九
州
大
学 

大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
及
び
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授 

 
 

※
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

 

●
辻
田 

淳
一
郎
（
つ
じ
た
じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う
）
一
九
七
三
年
生 

 
 

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
専
攻
卒
業
、 

同
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科
博
士
後
期
課
程
終
了 

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
専
任
講
師
を
経
て
准
教
授 
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【
早
稲
田
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
学
説
】 

 

●
津
田
左
右
吉(

つ
だ 

そ
う
き
ち)

・
一
八
七
三
年
生
れ 

東
京
専
門
学
校
邦
語
政
治
科
？
現
在
の
早
大
政
経
学
部
卒 

東
京
専
門
学
校
卒
業
後
、
白
鳥
庫
吉
の
指
導
を
受
け
た 

早
稲
田
大
学
法
学
部
文
教
授
。
一
九
六
一
年
一
二
月
死
去 

 

武
光
先
生
の
先
の
解
説
を
再
掲
す
る
。…

 

  

津
田
左
右
吉
は
、
大
正
二
年
に
「
神
代
史
の
新
し
い
研
究
」
を

発
表
し
「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」
の
記
事
の
多
く
は
、
後
世

の
朝
廷
で
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
大
正

八
年
に
は
「
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
新
研
究
」
を
出
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
史
料
批
判
を
推
し
進
め
た
。
津
田
の
説
に
従
え
ば
、
卑
弥

呼
に
関
わ
る
事
件
や
人
物
を
「
古
事
記
」、「
日
本
書
紀
」
の
古
い

時
代
の
記
述
に
結
び
つ
け
て
き
た
邪
馬
台
国
大
和
説
は
、
よ
り
ど

こ
ろ
を
失
う
。 

 

津
田
左
右
吉
は
「
神
代
史
の
新
し
い
研
究
」
で
邪
馬
台
国
九
州

説
を
と
つ
た
と
い
わ
れ
る
。「
魏
志
倭
人
伝
」
の
時
代
に
は
九
州
地

方
に
は
小
君
主
が
多
く
お
り
、
そ
の
の
ち
「
皇
室
が
筑
紫
か
ら
移

っ
て
新
た
に
都
を
奠
（
さ
だ
）
め
た
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
津
田
左
右
吉
は
戦
後
の
「
邪
馬
台
国
の
位
置
に
つ
い
て
」
の

論
文
の
な
か
で
、…

卑
弥
呼
の
時
代
に
当
た
る
崇
神
朝
、
垂
仁
朝

に
女
王
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
大
和
説
の
弱
点
で
あ
る
と
述
べ

る
。
そ
こ
か
ら
、
か
れ
は
邪
馬
台
国
は
筑
後
国
山
門
郡
に
す
る
の

が
よ
い
と
説
く
。
九
州
説
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。 

  

●
片
岡
宏
二(

か
た
お
か 

こ
う
じ)

・
一
九
五
六
年
生
れ 

早
稲
田
大
・
大
学
院
考
古
学
専
攻
博
士
課
程
修
了 

 
 

小
郡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

片
岡
先
生
の
論
説
「
歴
史
道―

邪
馬
台
国
は
北
部
九
州
の
ク
ニ

グ
ニ
の
集
合
体
だ―

」（
週
刊
朝
日
ム
ッ
ク
一
八
）
で
は
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

         



 

17 

●
仁
藤
敦
史(

に
と
う 

あ
つ
し)

・
一
九
六
〇
年
生
れ 

早
稲
田
大
・
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
博
士
課
程
修
了 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
・
総
合
研
究
大
学
院
教
授
兼
任 

 
 

※
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

 

●
川
尻
秋
生(

か
わ
じ
り 

あ
き
お)

・
一
九
六
一
年
生
れ 

早
稲
田
大
・
大
学
院
日
本
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了 

千
葉
県
立
博
物
館
を
経
て
早
大
文
学
学
術
院
教
授 

 
 

※
現
在
の
早
稲
田
大
学
教
授
、
こ
こ
で
の
論
争
点
の
邪
馬
台

国
時
代
よ
り
後
の
平
安
時
代
が
研
究
対
象
（
大
野
）。 

  

●
渡
邊
義
浩(

わ
た
な
べ 

よ
し
ひ
ろ)

・
一
九
六
二
年
生
れ 

筑
波
大
・
大
学
院
歴
史
・
人
類
学
研
究
科
博
士
課
程
終
了 

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授 

  

渡
邊
先
生
の
著
書
「
魏
志
倭
人
伝
の
謎
を
解
く―

三
国
志
か
ら

見
る
邪
馬
台
国
」(

中
公
新
書) 

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。…
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【
明
治
大
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
学
説
】 

 

●
大
塚
初
重(
お
お
つ
か 

は
つ
し
げ)

・
一
九
二
六
年
生
れ 

明
治
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
博
士
課
程
終
了 

明
治
大
学
教
授
・
日
本
考
古
学
協
会
会
長
な
ど
歴
任 

二
〇
二
二
年
四
月
死
去 

  

大
塚
先
生
の
著
書
「
邪
馬
台
国
を
と
ら
え
な
お
す
」(

講
談
社
現

代
新
書) 

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…
 

  

「
日
本
国
家
の
起
源
に
迫
る
」…

中
国
の
正
史
の
魏
志
倭
人
伝

に
記
さ
れ
た
邪
馬
台
国
の
記
述
は
わ
ず
か
二
千
字
足
ら
ず
な
の
だ

が
、
そ
の
文
献
的
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
邪
馬
台
国
の
場
所
を
確

定
す
る
よ
う
な
説
は
ま
だ
な
い
。…

し
か
し
魏
志
倭
人
伝
に
記
さ

れ
た
景
初
三
年
（
西
暦
二
三
九
年
）
か
ら
正
始
八
年
（
同
二
四
七

年
）の
倭
国
と
魏
王
朝
の
交
流
の
記
録
が
真
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

女
王
卑
弥
呼
の
死
を
含
む
邪
馬
台
国
の
記
事
は
古
代
日
本
の
二
世

紀
後
半
か
ら
約
百
年
に
わ
た
る
歴
史
事
実
で
あ
る
。
邪
馬
台
国
は

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
邪
馬
台
国
と
日
本
の
最
初
の
王
権
と
さ
れ

る
大
和
王
権
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
邪
馬
台
国
問

題
は
日
本
の
起
源
に
迫
る
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
鍵
で
あ
る
。 
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●
吉
村
武
彦(

よ
し
む
ら 

た
け
ひ
こ)

・
一
九
四
五
年
生
れ 

東
大
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
博
士
課
程
中
退 

千
葉
大
教
授
を
経
て
明
治
大
学
教
授
の
ち
名
誉
教
授 

  

吉
村
先
生
は
、
東
京
大
学
で
博
士
号
取
得
だ
が
、
東
大
学
派
の

邪
馬
台
国
九
州
説
を
と
っ
て
い
な
い
。
考
古
学
で
な
く
文
献
史
学

か
ら
の
学
説
。
明
治
大
学
の
教
授
時
代
に
近
畿
説
を
と
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。岩
波
新
書
の
シ
リ
ー
ズ
日
本
古
代
史
②「
ヤ

マ
ト
王
権
」
か
ら
引
用
す
る
。 

  

「
邪
馬
台
国
の
読
み
」
で…

古
い
時
代
に
は
「
上
代
特
殊
仮
名

遣
い
」
が
あ
り
、
邪
馬
台
国
の
四
字
の
う
ち
「
台=

と
」
の
発
音
に

は
甲
類
と
乙
類
が
あ
り
、「
台
」
は
乙
類
で
「
や
ま
と
」
と
読
む
。

邪
馬
台
国
は
現
代
音
で
「
や
ま
と
こ
く
」
が
本
来
の
読
み
方
で
あ

ろ
う
。…

近
畿
地
方
の
「
大
和
」
は
乙
類
の
「
と
」、
九
州
の
旧
筑

後
国
山
門
郡
は
甲
類
の
「
と
」
と
な
る
。
音
節
で
言
え
ば
邪
馬
台

国
は
近
畿
説
（
大
和
）
が
有
利
と
な
る
。 

  

「
魏
と
邪
馬
台
国
」
で…

邪
馬
台
国
の
所
在
地
を
め
ぐ
っ
て
は

白
鳥
庫
吉
の
東
京
系
学
者
の
九
州
説
と
、
内
藤
湖
南(

虎
次
郎)

ら

京
都
系
学
者
の
近
畿
説
と
が
あ
り…

こ
の
所
在
地
が
確
定
し
な
い

と
そ
の
後
に
続
く
ヤ
マ
ト
王
権
の
正
し
い
理
解
が
出
来
な
い
。 

 

当
時
の
中
国
は
、
魏
・
呉
・
蜀
が
相
対
立
し
て
抗
争
す
る
三
国

時
代
で
あ
っ
た
。…

魏
の
国
に
と
っ
て
邪
馬
台
国
は
敵
対
す
る
呉

の
国
の
東
方
海
上
に
存
在
す
る
国
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。…

戦
略

的
に
も
重
要
な
国
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。…

魏
の
地
理
感
覚
は
、

日
本
列
島
を
、
九
州
を
北
と
し
、
そ
こ
か
ら
南
方
に
伸
び
る
列
島

と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
邪
馬
台
国
は
九
州
で

は
な
く
、
近
畿
地
方
の
方
が
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

  

「
倭
国
の
統
合
化
と
邪
馬
台
国
」
で
は…

倭
国
統
合
化
の
プ
ロ

セ
ス
を
考
察
す
る
文
字
資
料
は
な
い
の
で
考
古
学
の
成
果
か
ら
推

測
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
素
材
の
ひ
と
つ
が
、
出
土
資
料
の

漢
鏡
で
あ
る
。
漢
鏡
は
当
初
は
九
州
か
ら
近
畿
地
方
に
比
較
的
均

等
に
分
布
し
て
い
た
。
二
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
四
国
東
部
か

ら
近
畿
に
集
中
す
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
朝
鮮
半
島
か
ら
各
国

へ
流
通
し
て
い
た
鏡
が
、
直
接
近
畿
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
各
国
に
分
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
漢
鏡
は
、
各
地
域
の
首

長
権
を
象
徴
す
る
レ
ガ
リ
ア（
王
位
を
象
徴
す
る
宝
器
）で
あ
る
。

…

二
世
紀
後
半
に
な
る
と
漢
鏡
分
布
の
主
体
が
近
畿
地
方
に
変
わ

り
、
列
島
で
は
こ
の
地
域
の
方
が
九
州
よ
り
も
政
治
的
に
優
位
に

な
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。 

 
日
本
列
島
が
倭
国
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て

は
、
一
世
紀
末(

注
・
西
暦
九
〇
年
～
頃)

の
段
階
で
は
九
州
が
進

ん
で
い
た
が
、
二
世
紀
後
半
（
注
・
同
一
五
〇
年
～
頃)

に
な
る
と
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近
畿
地
方
が
優
位
に
た
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
卑
弥
呼
が
存

在
し
た
三
世
紀
初
頭
（
注
・
同
二
〇
〇
年
～
頃)

に
は
邪
馬
台
国
が

倭
国
の
盟
主
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
鏡
の
分
布
な
ど
こ

う
し
た
考
古
学
的
研
究
成
果
を
積
み
重
ね
て
い
く
と
、
邪
馬
台
国

の
所
在
地
は
近
畿
地
方
と
な
っ
て
く
る
。 

 

「
ヤ
マ
ト
王
権
の
は
じ
ま
り
」
で…

邪
馬
台
国
を
盟
主
と
す
る

倭
国
が
三
世
紀
の
列
島
を
政
治
的
に
統
合
し
、
魏
と
外
交
関
係
を

維
持
し
て
い
た
。こ
の
三
世
紀
の
倭
国
と
ヤ
マ
ト
王
権
の
関
係
は
、

ヤ
マ
ト
王
権
が
い
つ
成
立
し
て
い
た
か
に
よ
る
。
成
立
の
時
期
と

最
初
の
王
が
問
題
に
な
る
。 

 

初
代
の
ヤ
マ
ト
王
権
の
王
は
崇
神
天
皇
で
あ
る
。
ま
た
、
実
在

し
た
可
能
性
が
あ
る
天
皇
と
し
て
も
崇
神
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
崇
神
が
実
際
に
王
位
に
就
き
、
実
在
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

史
料
は
な
い
。「
古
事
記
」
に
よ
れ
ば
崇
神
の
没
年
干
支
は
「
戊
寅

年
」
で
西
暦
二
五
八
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
正
確
な
紀
年

で
あ
る
保
証
は
な
い
。…

考
古
学
的
史
料
、
つ
ま
り
、
崇
神
天
皇

陵
か
ら
推
測
す
る
。今
日
、宮
内
庁
か
ら
は
崇
神
陵
古
墳
と
し
て
、

奈
良
盆
地
南
部
の
柳
本
古
墳
群
の
行
燈
山
古
墳
が
比
定
さ
れ
て
い

る
。
築
造
年
代
は
四
世
紀
前
半
（
注
・
同
三
〇
〇
～
三
五
〇
年
）

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ヤ
マ
ト
王
権
は
四
世
紀
前
半
頃

に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

「
ヤ
マ
ト
王
権
と
邪
馬
台
国
・
卑
弥
呼
」
で…

ヤ
マ
ト
王
権
の

誕
生
は
四
世
紀
前
半
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
三
世
紀
半
ば
の
邪
馬

台
国
と
ヤ
マ
ト
王
権
と
の
直
接
的
関
係
は
な
い
こ
と
に
な
る
。 

  

し
か
し
、「
日
本
書
紀
」
の
編
者
は
、「
魏
志
倭
人
伝
」
の
記
事

を
読
ん
で
お
り
、
卑
弥
呼
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
日
本
書
紀
で

は
、
卑
弥
呼
は
神
功
皇
后
に
あ
て
て
て
い
る
。
魏
志
倭
人
伝
に
み

ら
れ
る
邪
馬
台
国
の
時
期
を
神
功
紀
に
比
定
し
た
の
で
あ
る
。 

 

…

「
日
本
書
紀
」
の
古
い
時
期
の
天
皇
は
男
性
で
あ
り
女
性
は

い
な
い
。
そ
の
た
め
卑
弥
呼
を
神
功
皇
后
に
比
定
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。…

ヤ
マ
ト
王
権
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
卑
弥
呼
が
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

  

と
こ
ろ
で
、
考
古
学
で
は
卑
弥
呼
の
墓
を
最
古
級
の
前
方
後
円

墳
で
あ
る
箸
墓
古
墳
に
あ
て
る
説
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
説
を
前

提
に
す
る
と
、
前
方
後
円
墳
の
形
成
に
よ
っ
て
ヤ
マ
ト
王
権
の
成

立
を
考
え
る
立
場
を
と
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
初
代
の
王
は
卑
弥

呼
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
初
代
の
王
が
女
性
と
い

う
伝
承
は
ま
っ
た
く
な
く
、
こ
う
し
た
ヤ
マ
ト
王
権
の
歴
史
は
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 
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(
以
下…

大
野
・
私
見) 

 

吉
村
先
生
の
「
ヤ
マ
ト
王
権
」
か
ら
の
引
用
が
長
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
邪
馬
台
国
の
所
在
地
論
争
は
、
吉
村
先
生
の
専
門
の
文

献
史
学
的
に
は
、「
魏
志
倭
人
伝
」
の
、
邪
馬
台
国
ま
で
の
行
程
を

連
続
し
て
読
む
連
続
説
が…

文
章
の
読
み
方
と
し
て
は
こ
の
連
続

説
の
方
が
い
い…

と
し
て
近
畿
説
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
古
い
中

国
の
地
理
認
識
か
ら
も
近
畿
説
が
矛
盾
し
な
い…

と
し
て
い
る
。 

考
古
学
的
に
は
「
漢
鏡
」
の
分
布
の
九
州
か
ら
近
畿
へ
の
移
動

を
根
拠
に
、
近
畿
説
を
主
張
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
吉
村
先
生
は
「
ヤ
マ
ト
王

権
」
と
近
畿
説
「
邪
馬
台
国
」
の
関
係
に
つ
い
て
、…

「
直
接
的

関
係
は
な
い
」、「
ヤ
マ
ト
王
権
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
卑
弥
呼
が
含

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
」…

と
述
べ
て
い
る
こ
と
だ
。
同
じ
近
畿=

大
和
に
あ
つ
た
政
治
権
力
の
邪
馬
台
国
・
卑
弥
呼(

二
五
〇
年
頃)

と
、
ヤ
マ
ト
王
権
・
崇
神
天
皇
（
三
一
〇
年
頃
）
が
関
係
な
い
と

は
思
え
な
い
。
卑
弥
呼
と
次
の
台
与
の
時
代
、
そ
の
次
の
大
王
（
男

王
ら
し
い
）と
、崇
神
天
皇
の
時
代
に
ま
す
ま
す
接
近
し
て
く
る
。

さ
ら
に
、卑
弥
呼
を
共
立
し
た
組
織(

の
ち
の
豪
族=

氏
族)

の
存
在

と
時
系
列
的
趨
勢
、
崇
神
天
皇
の
時
代
の
組
織
と
の
関
係
な
ど
考

え
る
と
、「
関
係
な
い
」
と
い
う
言
い
切
り
は
、
専
門
外
の
私
に
は

と
て
も
「
ス
ト
レ
ス=

納
得
で
き
な
い
」
に
な
る
。 

 

 

邪
馬
台
国
所
在
地
論
争
に
直
接
関
し
な
い
が
、日
本
書
紀
の「
国

作
り
の
神
話
」
に
つ
い
て
、…

「
神
話
か
ら
歴
史
へ
」
で
は
な
く
、

「
歴
史
が
生
ん
だ
国
作
り
神
話
」
で
あ
る…

と
述
べ
て
い
る
。…

い
に
し
え
の
人
の
構
想
力
で
作
ら
れ
た
建
国
神
話
で
あ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。
現
実
の
歴
史
の
な
か
か
ら
こ
う
し
た
国
づ
く
り

神
話
が
記
述
さ
れ
た…

と
し
て
い
る
。
神
話
の
世
界
と
現
実
の
歴

史
の
世
界
の
関
係
を
表
し
て
い
て
意
味
深
い
。 

  

●
滝
音
能
之(

た
き
お
と 

よ
し
ゆ
き)

・
一
九
五
三
年
生
れ 

早
稲
田
大
学
・
日
本
史
学
科
卒(

早
大
の
文
学
博
士) 

明
治
大
学
大
学
院
日
本
史
学
博
士
課
程
満
期
退
学 

 
 

島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
駒
澤
大
学
文
学
部
教
授 

 

 

滝
音
先
生
の
論
説
「
日
本
の
古
代
豪
族―

発
掘
・
研
究
最
前

線―

」（
宝
島
ム
ッ
ク
一
八
）で
は
、次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

…
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●
石
川
日
出
志(

い
し
か
わ 

ひ
で
し)

・
一
九
五
四
年
生
れ 

明
治
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
博
士
課
程
中
退 

明
治
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授 

  

石
川
先
生
の
著
書
「
農
耕
社
会
の
成
立―

シ
リ
ー
ズ
日
本
の
古

代
史
①
」(

岩
波
新
書) 
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…
 

                

●
河
内
春
人(

こ
う
ち 

は
る
ひ
と)

・
一
九
七
〇
年
生
れ 

明
治
大
・
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
博
士
課
程
中
退 

関
東
学
院
大
経
済
学
部
教
授 

                    



 

23 

【
そ
の
他
の
大
学
・
文
献
史
学
・
考
古
学
の
学
説
】 

 

●
鳥
越
憲
三
郎(

と
り
こ
し
け
ん
ざ
ぶ
ろ
う)

一
九
一
四
年
生
れ 

関
西
学
院
大
学
文
学
部
卒
・
東
京
教
育
大
学
文
学
博
士 

大
阪
教
育
大
学
教
授
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
教
授
歴
任 

二
〇
〇
七
年
三
月
死
去 

 

鳥
越
先
生
の
著
書
「
神
々
と
天
皇
の
間―

大
和
朝
廷
成
立
の
前

夜
」(

朝
日
新
聞
社) 

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…
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●
寺
澤 

薫(

て
ら
さ
わ 

か
お
る)

・
一
九
五
〇
年
生
れ 

同
志
社
大
学
・
大
学
院
文
学
研
究
科
考
古
学
博
士
課
程
中
退 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
総
務
企
画
部
長
を
経
て
、 

桜
井
纏
向
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長 

※
「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

 

●
石
野
博
信(

い
し
の 
ひ
ろ
の
ぶ)

・
一
九
三
三
年
生
れ 

関
西
大
学
・
大
学
院
文
学
研
究
科
終
了 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
経
て
、
徳
島
文
理
大
学
教
授 

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
名
誉
館
長 

※
「
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
」
の
項
で
学
説
を
掲
載 

 

 

●
水
谷
千
秋(

み
ず
た
に 

ち
あ
き)

・
一
九
六
二
年
生
れ 

龍
谷
大
学
・
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
終
了 

堺
女
子
短
期
大
学
教
授
・
副
学
長 

  

水
谷
先
生
の
著
書
「
日
本
の
古
代
豪
族
一
〇
〇
」(

講
談
社
現
代

新
書) 

で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。…

 

    

                       


